
2024年度研修委員会活動計画 

 

１．研修委員会会議の開催予定 

① 第１回研修委員会（2024年 5 月） 

② 第 2 回研修委員会（2024年 8～9月） 

③ 第 3 回研修委員会（2024年 11～12月） 

④ 第 4 回研修委員会（2025年 1～2月） 

 

2．研修委員会の体制 

委員長 1名、副委員長 4名、研修会委員 27名  計 32名 （2024 年 3月現在） 

 

3．全国研修会の実施予定 

① 2024年度全国研修会の年間実施予定は、オンライン研修会 9回（3時間／回）・対面研修会 1

回（6時間／回）である。今年度の研修会では、講義だけでなく演習を交えるやり方を積極的

に取り入れていく。また、ハイブリッド型で行うことも検討する。 

② e ラーニング 2講座(6回✕90分／回)をオンデマンドで実施する。 

③ 上記以外に、新たな研修会を企画し開催する予定である。 

 

4．全国研修会のあり方の検討 

① 2023年度は、新法人における研修会システムを構築することが課題であった。年度当初は

いろいろな混乱もあり、その都度改善していった。年度途中の 11月にはそれらをまとめた全

国研修会運用マニュアルを作成した。その結果、年度終わり頃には、研修会企画者も参加者も

だいぶ新しい研修会システムに慣れて、混乱も収まってきた。2024年度は、引き続き新法人

の研修会システムを定着させる取り組みをしていく。 

②  新法人でのオンライン研修会の運用が軌道に乗ってきたことから、2024年度は、研修会の

内容の検討を行っていくことが課題である。これまでの研修テーマは領域ごとにその時点での

ニーズを捉えながら設定され、会員には一定の評価を得てきた。しかし、それらを単発的に実

施するだけではなく、臨床発達心理士にとってどのような知識やスキルを習得することが望ま

れるかを体系的に整理する必要がある。2023 年度に研修委員会で研修体系の議論を重ねてき

たので、それをもとに新た研修会形式考えて取り組んでいく。 


